
資
金
蓄
積
状
況
分
析

昭
和
二
十
二
年
度

次

一J
概

観

二
、
金
融
機
関
別
資
金
蓄
積
状
況
分
析

ω
銀

行

凶

農

業

会

問

無

尽

会

社

凶
市
街
地
信
用
組
合

同

郵

便

貯

金

附

信

託

会

社

m
生
命
保
険
会
社

三
、
結

論

附

属

計

表

第

一

表

第

二

薮

第
一
一
一
表

第

四

表

第

五

表

第

六

表

第

七

表

第

八

表

第

九

表
日

全
金
融
機
関
一
般
自
由
預
金
成
高

金
融
機
関
別
自
由
預
金
増
加
高

全
金
融
機
関
一
般
自
由
預
金
増
加
刊

全
同
銀
行
一
般
自
由
預
金
増
加
高

全
国
銀
行
一
般
自
由
預
金
内
訳

全
国
銀
行
定
期
預
金
増
加
高

全
同
銀
行
無
記
名
定
期
預
金
増
加
高

企
図
銀
行
自
由
預
金
狐
保
貸
出
増
加
ぷ

二
十
二
年
度
主
要
食
糧
買
上
代
合
支
払
高

資
金
格
破
状
況
分
析

閉
和
二
十
二
年
度

(
通
貨
安
定
対
策
本
部
調
〉

(
日
本
銀
行
考
査
肘
剥
〉

， 
〆

(日

本
銀
行
統
計
局
調
)

(
円
本
銀
行
考
査
局
調
)

(
農
林
中
央
金
即
調
〉

第

十

表

第
十

一
表

第
十
二
表

第
十
三
表

第
十
四
表

第
十
五
表

錦
十
六
表

第
十
七
表

第
十
八
表

第
十
九
表

第
二
十
表

市
町
村
農
業
会
貯
金
勘
定
(
新
勘
定
〉

単
作
農
業
会
貯
金
勘
定
推
移
(
新
勘
定
)

一

無
尽
会
社
自
由
貯
金
掛
金
残
高

無
尽
会
社
掛
金
貯
金
残
高
(
新
勘
定
)

(
日
本
銀
行
統
計
局
調
)

市
街
地
信
用
組
合
貯
金
勘
定
〈
自
由
貯
金
〉

(

無

調

〉

¥

全

国

市

街

地

J

/
信
用
組
合
協
会
理

〈
日
本
銀
行
統
計
局
制
)

(
日
本
銀
行
考
資
局
制
〉

尽

協

.b. = 

郵
便
貯
金
噌
加
状
況

信
託
会
社
金
銭
信
前
勘
定

金
銭
信
託
内
訳
〈
新
勘
定
)

信
託
会
社
収
入
支
出
内
訳
別
調
(
銀
行
兼
営
分
を
除
〈
〉

生

命

保

険

契

約

状

況

(

生

命

保

険

協
会
調
〉

生

命

保

険

会

社

払

込

保

険

料

調

(

， 
'" 

一

、

概

観

通
貨
安
定
対
熊
本
部
調
に
よ
る
昭
和
二
十
二
年
出
に
於
け
る
金
金
融
機
関
の
一
般
自
由
預
金

増
加
高
は
一

、
九
八
四
儲
円
で
あ
り
、
当
初
の
計
画
同
様
額

一
、
七
O
O億
円
に
対
し
一

一

六
・
七
銘
の
達
成
率
を
示
し
た
が
、

二
十
三
年
一
月
追
加
予
算
の
編
成
に
よ
り
改
訂
せ
ら
れ
た

努
力
白
標
一一
、

一
O
O億
円
に
対
し
て
は
九
四

・
四
銘
と
、
目
棋
を
達
成
す
る
に
は
至
ら
な
か

っ
た
。
以
下
預
金
増
加
の
趨
勢
を
各
金
融
機
関
別
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
イ
ン
フ
レ
f

シ
ヨ
ン
下
に
於
け
る
預
金
の
実
態
を
究
明
し
て
み
よ
う
。

先
づ
各
金
融
機
関
別
の
-
一
十
二
年
度
中
に
於
け
る
自
由
預
金
の
趨
勢
は
第
一
表
に
示
す
が
如

〈
で
あ
る
が
、
之
等
金
融
掛
閑
の
当
初
の
日
棋
に
対
す
る
連
成
率
は
無
尽
会
社
の

}
一一一八

・
二

五
銘
を
鉱
顕
と
し
て
、
銀
行
の

一一
一一阿

・
三
五
%
、
市
街
地
信
用
組
合
の

一
O
六

・
五
一
%
等

が
之
に
次
ぎ
此
等
は
一
応
自
棋
を
達
成
し
て
い
る
が
、
郵
便
貯
金
は
丸
一

・
五
夜
%
、
農
業
会

は
六
九

・
七
九
%
と
目
標
額
を
下
廻
っ
て
い
る
。
(
第
二
表
参
照
〉

イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
下
の
今
日
に
於
て
物
価
勝
賞
、
通
貨
不
安
等
の
悪
条
件
に
も
拘
ら
ず
一

応
当
初
目
標
額
を
上
姐
る
増
加
を
示
し
た
こ
と
は
資
金
蓄
積
の
向
上
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
各

金
融
機
関
の
噌
加
預
金
の
実
情
を
仔
細
に
検
討
す
る
時
か
か
る
増
加
預
金
の
大
半
が
浮
動
性
預

金
で
あ
る
点
を
考
え
れ
ば
決
し
て
楽
観
出
来
な
い
所
で
あ
る
。

三
七
九



-

般

自

由
問
預

金

残

高

一

月

一

行

一
農

一
昭

和

二

十

二

年

四

月

五

て

三

九

二
一

-

五

月

五

八

、

ご
三
六
一

一

六

月

六
七
、
二
六

O
一

一

七

月

七
五
、
五
九
九
一

一

八

月

八

六

、

四

六

二

一

九

月

一
0
0
、
四
九
五
一

一

十

月

一
O
七
二
二
一
回
一

一

十
一
月

一
一
八
、
八
九
五
一

.

十
二
月

一
四
七
、
四
二
凶
一

昭
和
二
十
三

年

一

月

一

一
五
九
、
一
二
七
七
・

一

二

月

一

一
六
九
、

二
八
八
一

一

=
一

月

一

一

九
四
、
七
四
七
一

資

ド}

第

一
表

全

金

融

機

閥

年

銀

第
二
表

金
融
機
附
別
自
由
預
金
増
加
阿

良

一

T

D
出

F

4

4

農

業

会

無

尽

会

社

市
街
地
信
用
組
合

郵

便

貯

金

信

託

会

社

生
命
保
険
会
社

漁

業

会

商

工

中

金

問

保

及

年

金

-z-" 

当
初
日
原
紙

一一
O
、0
0
0

三ニ
、0
8

z、六(出

-一
、支
出

宗
、
抵
宍
〕Z8
 

ニ、
-一0
0

一、O
(
百
五
、
乙
(

)

0

2
8
一

一、
エ(δ
」

一七
O

、。8

(
通
貨
安
定
対
策
木
部
制
)

郵

ご ー O八三英両ξ弓てQへ|翌
六六二 五七七五 三二 二 O五 1.R! 
五九 二 O 二 四七四 O 五 O六 |金
一凶 二 四四六二 二 九一六八i

{言

E用
l 四 三三ニニ二 一 一一ー一一 |

iよ主二メ云fli九九 七ーー -1
五八七 :fi.四二八三一六六九|

|無

11.玉l
，有共同四 三 三 二 二ニミててて 1.:
l二四 七二六二八五=九七四|宏
九六凶 五九 O九三四八二八 1;糾 i
八二三七 二 三 八 O九九 O二|山 |

其 |

業

ム一品

一()}一
・六七

二六
・七-一

(役
)

無
尽
会
社
、
市
街
地
償
問
銅
A
U
の
貯
務
災
級
が
「
ご
、
金
融
情
回
附
別
資
金
謡
曲
哨
状
減
分
析
」
に
於
け
る
数
字
と

山
邦
な
る
の
は
資
料
を
烈
に
す
る
た
め
で
あ
る
。

一
八
、
一
九
四

一
八
、
八
五
八

二
O
、O
三
O

二
一
、
九

O
O

二
四
、
O
O
一

二
五
、五

O
六

二
九
、
一
一
一一
二

三
三
、
四
八
三

四
回
、
五
三
六
…

四
七
、
=
一
六
九
一

四
四
、
八
九
六
一

四

O
、
五
二
七
一

以、三国一九

一九八、
回
二
坑

他

一

四
、
八
九
六一

五
、
三
七
二
一

豆
、
六
二
七
-

五
、
八
七
九

六
二
九
九

六
、
四
四
九
-

六
、
九
五
二
一

七
、
主
五
O
-

八、

二
五

O
-

八
、
七
五

一

丸
、
一

O
四
・

九
、
六
九

二

一八
O

b 
lコ

計

(単
位

百
万
円
)

(
通
貨
安
定
対
熊
木
部
制
)

(
単
位
百
万
円
)

実

蛸

達

成

率

(

%

〉

一四
七

、

七

八

九

一

一一品四
・三五

一一二

、

書

豆

六

九

・七九

回、九七七

一車
八三
一忠

二
、八
七町

一O
出
・忠一

一五
、
-

(

}

七

九

一

-
Z
再

八
五
、
九
五

一

九
五
、
入

O
八

一
O
七
、
九
七
三

一
一
九
~
八

O
七

一
三
問
、
五
九
六

一
五
二
、四
回
入

一
六
五
、

O
八
八

-
八
三
、
一
五
八

=
二
五
、
九
六
七

二
四
三
、
九
五
九
一

二
五
四
、
二
=
=

二
七
八
、

O
二
九
↑

月

中

増

加

高

六、
一ニ
四
五

九
、
八
五
七

-
二
、
-
六
五

一一

、
八
三
四

一
回
、
七
八
九

一
七
、
八
五
二

一
二
、
六
回

O

一
八
、

O
七

O

四
二
、
八

O
七
一

一
七
、
九
九
三
一

一
O
、
二
ハ
一ニ
一

三=一
、
九

O
七
一

こ
、
金
融
機
関
別
資
金
蓄
積
状
況
分
析

山

銀

行

先
づ
全
金
融
機
附
自
由
預
金
の
大
半
を
占
め
る
銀
行
に
付
て
み
る
に
、
全
国
銀
行
-
般
自
由

預
金
の
増
加
は
第
三
表
に
一示
す
が
如
く
全
金
融
機
関
預
金
増
加
の
七
四

・
七
W
泌
を
占

め

て

居

る
。
即
ち
二
十
二
年
四
月
よ
り
七
月
迄
は
大
凡
七

O
w
m前
後
を
占
め
て
居
た
が
、
木
年
二
月
に

入
る
や
市
町
村
農
業
会
預
金
の
減
少
を
反
映
し
て
九
七

・
五
銘
に
急
増
し
、
理
一
一一
月
は
品
業
会

預
金
の
一

一胞
の
減
少
に
加
え
銀
行
の
別
末
決
算
に
依
る
粉
飾
も
手
伝
っ
て
一
脳

一
O
九

・
O
%

と
全
金
融
機
関
の
増
加
を
九
銘
上
姐
る
に
金
っ
た
。

第
三
表

金
金
融
機
関

一
般
自
由
預
金
増
加
高

H回
和

ート

年
五四

!j:. 

月

月月

飢

主豆1fT

(
通
貨
安
定
対
策
本
部
剖
)

ハ
単
位
百
万
円
〉

合

計

一
%
一

六、
三
四五
一
一
oo-

九、八
五4

5

3

プミ ブミ
虫、 :1~

V.A ^ 1__ 
j主

~ ~ 

CコCコ. . 
ハー .

9出

5ぢ



昭
和
二
十
二
年
六

月

七

月
八

月

九

月

十

月

十
一
月

十
三
月

昭
和
二
十
三
年

一

月

二

月

一

三

月
一

計ー

九、
C
一一回

入
、E
一一完

一o、凡武二
一閥、
。五回

六
、ぢ
一九

一一、六七一

-一八
、一品ニ八

一
一、九
単
=一

九、九一

一

エ
豆、凶五九

一四七、七八八

七回
・二

七()
・百

七三
・四

七人
・穴
一

五
一一=一・
一=

六
四・宍↑

内六
・穴一

六大
・四一

九七
・道
一

一O九
・o
一A

七回
・セ

一品、一
回
一

一品、四九五
一

一一一、九
ニ
七一

一一一、八一入
一

五、九一
一一

六、=?九九一

-問、
乙七九一

穴、()聞
()一

}一一品ニ一

ニ、(〕九五一心

一品()、()九一

二五・会

一完
・
茎

-一六・六
一

一一一・塑

四六
・八一

宮室
・
堕

盟
主
一
-E

Z

一一一一・主
一一
・塁
九
・Q

-一子宮一
一

一ニ、
一
室
一

二
、入
器
四一

一回、七人九
一

一七
、八
忠
一一

一ェ、大
問。

一八、
o
t
o

望
、
人
宅

一七、九九三

一O
二
苔
一

エ豆
、
一-一六回

一九七
、
人七九

88888888888 

更
に
銀
行
の
一
般
自
由
預
金
の
増
加
を
普
通
銀
行
、
貯
蓄
銀
行
、
特
殊
銀
行
に
分
っ
て
み
る

と
第
四
表
に
示
す
が
如
く
普
通
銀
行
が
八
九
・

四
%
と
そ
の
大
部
分
を
占
め
、
特

殊

銀

行

は

七

・
五
銘
、

貯
蓄
銀
行
は
三

・
一
%
で
あ
り
、

貯
蓄
銀
行
の
不
振
が
特
に
目
立
っ
て
い
る
。
之

に
よ
り
イ
ン
フ
レ

ー
シ
ョ
ン
下
の
貯
蓄
銀
行
の
機
能
喪
失
は
明
瞭
で
あ
り
普
通
課
行
へ
の
転
換

が
必
然
な
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

第
四
表王手

月

全
国
銀
行

一
般
自
由
預
金
柑
加
高

9包

貯
蓄
銀
行一芸

一一
三九
四
一

芸品
二一

2
2

一

望
。
一

昭
和
二
十
二
年
四
月

五

月

六

月

七

月
八

月

普

通

銀

行=一、
入入九

六
、一一一九

七、九
一ハ一

七、七七ニ

九、
会
。

九一
一一・
o

八九・九

九
0

・七
九
一--一

九(〕
・七

全

国

I J=J I銀
月月 I 1:: 
一一一一一|ー一一一一|干丁

当

五四|座

4£|預
七六 |金
九五 |

普 |要

三一 |週
三八|

二六 l預
0ー l会?
主主に|求

通

知

預

金|払

第
五
表正手

昭
和
二
十
二
年
四五

資
金
蓄
積
状
況
分
析

(
考
査
局
調
〉

一
鮒

=一三
一一

% 

般

自

由

預

金

内

訳

昭
和
二
十
二
年
度

(考
査
局
調
)

(
単
位

美空 芙 き玉 |行殊
互主 〈コ I!IJ 三=: ;Jr.. I 

% 宜主 -t1.'Z I!tI Z 

・・・・ .=:. .::: c) 凶入
百
万
円
)

計凶、一八
ニl

-べ
九一五

λ

、七
七七

人、思
ニ穴

一。、
会
一一

其

一=
、
二
七
二
一

一一一、
六
六
一
一一

昭 昭
和和

三 二年十十十 年
一 二一 九

月月月月月 月丹

一二
、七五回

車
、
一九九

九、九
ニ九

二豆
、
四五
九

二
、ニ七六

人、世
七一-一

ニ
=一、
ニ凶
六

一芸
一二
三六

l
 
--一-闘

九
0

・z一
穴
o
p

七人
・九
一

}回九
一

八訴
・=一一

回
二
六↑

九0
・=一一

八九
一一一一

九
一・
一一

}
O
八一

人八
・九
一
一
ニ
ロ一一

八九
・岡
一

五九八
一

八九
・間一
問、五六穴
一

四

-z
一

一一・=一

三
・七
三
・一一
0
・九
一・E
一
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Z
・二
八
・八
-・0
大
・豆
入
・凸
九
・人

一回、O
九(〕

穴
、支出一

一一
、
六回
一

-一人、

一穴盟

三
、
吉
右
八

九、入穴
ニ

エ
六、
oo-一

一個人、
O
O
A

入
・
百
七
・豆

然
し
乍
ら
か
か
る
銀
行
預
金
の
増
加
も
、
之
を
要
求
払
預
金
と
期
限
付
預
金
と
の
両
者
に
分

っ
て
考
察
す
る
と
、
第
五
表
の
如
〈
昭
和
二
十
二
年
度
中
預
金
増
加
の
八
二
鬼
は
要
求
払
預
金

で
あ
り
、
期
限
付
預
金
は
僅
に

一
八
沼
に
過
ぎ
な
い
。
之
に
よ
っ
て
も
現
在
の
如
会

イ
ン
フ

レ
ー
シ
ョ
ン
下
に
於
て
定
期
預
金
等
の
貯
蓄
性
預
金
の
吸
収
が
如
何
に
困
難
で
あ
る
か
が
窺
わ

れ
る
。
然
し
全
国
銀
行
預
金
杭
成
比
率
中
の
期
限
付
預
金
の
占
め
る
比
率
は
昭
和
二
十
二
年
四

月
の
八
%
か
ら
二
十
二
年
六
月
一

一
沼
、
二
十
二
年
十
月
一

五
%
と
上
昇
し
、
緋
成
比
率
に
於

て
は

一
応
の
好
転
が
み
ら
れ
る
。
之
は
二
十

一
年
十
二
月
よ
り
開
始
せ
ら
れ
た
補
徳
定
期
預

金
、
並
に
二
十
二
年
五
月
よ
り
開
始
せ
ら
れ
た
無
記
名
定
期
預
金
に
よ
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

即
ち
第
六
表
に
見
る
様
に
二
十
二
年
六
月
、
九
月
、
十
月
、
十
二
月
の
定
期
預
金
の
著
増
は
栴

徳
定
期
預
金
の
消
化
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
福
徳
定
期
預
金
も
一
応
の
好
結
果
を
瀦
ら
し
た
も

の
と
云
え
よ
う
。
文
無
記
名
定
期
預
金
も
相
当
の
増
加
を
示
し
て
お
り、

第
七
表
に
見
る
如

く
、
=
十
二
年
度
中
の
定
期
預
金
増
加
中
特
別
定
期
の
み
で
三
五
%
、
無
記
名
式
福
徳
定
期
を

も
含
め
ば
裕
に
七
一
%
を
占
め
て
い
る
。
無
記
名
定
期
預
金
の
利
子
に
付
て
は
六
O
%
の
掠
'放

課
税
が
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
か
か
る
著
増
を
み
た
の
は
結
局
無
記
名
定
期
預
金
が
課
税
思
避
の

一
手
段
と
し
て
比
較
的
好
感
を
以
て
迎
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
う
。
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金
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八
六
、
五
九
五
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九
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、
八
六
八
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一
O
七
、
二
六
九
一

一
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八
、
九
一
四
一
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間
七
、
四
八
O
一

-
五
九
、
四
六
二一

一
六
九
、
コ
一二
九
一

一
九
五
、
三
一三
二
一

一
四
八
、
0
0八
一

全
国
銀
行
無
記
名
定
期
預
金
増
加
高
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統
計
局
調
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一
E

月
一
内
無
記
一
一
内
特
別
一

月
一
献
凶
一
名
定
期
一
%
一
定
期
預
一

一v
I

l

E

一預
金

一

一

金

一

昭
和
二
十
二
年
六
月
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l
一
ニ二
一宏
一
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一
一
三
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七
月
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て
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O
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八
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五
人
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九
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ニ
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十
月
一
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さ

一一一
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十
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主

一
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九安
一

一

十
二
月
一
三
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山一
三一一
二

三

=一宅
一

一昭
和
三
十
三
年

一

月
一

一豆

一、
六七
五
一五
一九一

七八四
一

一

二
月
一
回
、0
0
ニ一
一、回ニ
包

訂
正
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三

一

一
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一

、
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一
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一

一

一

一
月
一
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九
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一
て
コ
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八
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一
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一
吾
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一

回、完
二一
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〔一位
)
二
十
三
年
五
月
末
の
紋
字
は
不
明
で
あ
る
。
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右
の
如
〈
定
則
預
金
は
漸
次
増
加
し
て
い
る
も
の
の
他
方
定
期
預
金
制
保
貸
出
の
増
加
は
其

の
額
丈
の
預
金
の
引
出
と
同
様
で
あ
る
か
ら
定
則
預
金
の
実
質
的
増
加
を
み
る
場
合
に
は
自
由

預
金
担
保
貸
出
を
差
引
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
第
八
表
は
企
国
銀
行
の
定
期
預
金
担
保
貸
出
を
差



引
い
た
純
増
加
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
之
に
依
る
と
定
期
預
金
の
実
質
的
増
加
高
は
ご
十
二

年
度
に
於
て
は
九
、
三
九
二
百
万
円
に
過
、
d
c
ず
、
定
期
預
金
の
名
目
的
増
加
高
の
三
七

・
九

%

に
し
か
当
ら
な
い
。
然
か
も
預
金
担
保
貸
出
は
近
来
漸
次
増
加
の
趨
勢
に
あ
る
が
、
之
は
福
徳

定
期
預
金
の
景
品
を
闇
市
場
に
売
却
す
れ
ば
借
入
金
の
利
子
よ
り
も
却
っ
て
有
利
な
た
め
で
あ

る。第
八
表

全
国
銀
行
自
由
預
金
担
保
貸
出
増
加
商
〈
考
査
局
調
)

比
l

月

L
定
期
預
金
増
加
高

一
炉

伊

伊

陛

阿

川

川

崎

昭
和
二
十
二

年

四

月

五

二

四

一

三
五
九

五

月

四

六

九

一

二
、
四
六
一

六
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一
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一

五
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一

一
、
六
四

一

七
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一

二

三
四
四

一

二
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一

八

月

九

六

五

一

一

一一
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八

九

月

て

四

六

五

一

一
、
五
二
一

1

月

て
=
一
七
五

一

八
二
回
一

l
一

月

一

、

二

九

八

一

一
一

十
三
月

一

、

八

二

=一

一
、
八
三
三

一

月

て

二
七

一
山
ム

一

二

四

回
一

二

月

て

間

五

五

一

二
、
五
四
七
一

三

月

二
、二
二
八

一

一、
一二
O
一
一

一
五
二
二
六
四
九
二
ニ
九
二
一

一

(
三
七
・九
銘
)
一

ぷL
:z;; 

資
金
蓄
積
状
況
分
析

八
八
三

二
、
九
一一
一O

二
、
七
九
八

て
五
七
六

て
二
九
三

二
、
九
七
七

二
二

九
九

て
-
一
九
九

三
、
六
四
六

二
一七

回
、
O
O二

三
、
五
二
九

二
四
、
七
五
六

(単
位
百
万
円
)

昭
和
二
十
一一
年
度 八
一
五
百
万
円
、
十
一
月
四
、

一
六
二
百

万
円
と
逐
次
地
加
し
、
供
出
最
擁
期
の
十
ご
月
に
は
一
一
、

O
五
=
一
百
万
円
の
激
増
を
示
す
に

歪
っ
た
が
、
二
十
三
年
一
月
に
入
る
や
供
米
の

一
巡
、
並
に
農
業
所
得
税
の
徴
収
に
よ
り
増
勢

も
表
え
、
同
月
三
、
八
三
三
百
万
円
の
微
増
に
止
っ
た
。
更
に
二
月
に
は
徴
税
の
強
行
、
春
肥

資
金
手
当
等
に
却
っ
て
二
、
四
七
三
百
万
円
を
減
少
し
、
m
R
一-一
月
も
引
続
き
四
、

=
一
六
九
百
万

円
を
減
少
し
、
結
周
年
度
中
の
増
加
は
ご
二、

一二
三
五
百
万
円
に
止
っ
た
。

右
の
如
く
農
業
会
貯
金
の
増
加
は
殆
ん
ど
供
出
代
金
の
握
込
に
依
る
も
の
で
あ
る
が
、
今
二

十
二
年
度
に
於
け
る
供
出
代
金
の
歩
留
状
況
を
み
る
と
、
第
九
表
の
通
り
本
年

一
月
以
降
極
化

し
、
本
年
度
の
歩
留
率
は
三
O
M
mと
な
っ
て
い
る
。
今
之
を
ご
十

一
年
度
の
歩
留
率
六
六
%
と

比
較
す
れ
ば
半
減
し
て
居
り
、
農
村
の
資
金
逼
迫
が
窺
わ
れ
る
。

二
十
二
年
度
主
要
食
糧
民
上
代
金
支
払
高

第
九
表
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州
島
林
中
央
金
庫
調
)

〈
単
位
百
万
円
)

米

告1・

間

農

業

通
貨
安
定
対
策
木
部
調
に
よ
る
農
業
会
貯
金
の
二
十
二
年
度
の
増
加
'傾
は
二
二
、
三
三
五
百

万
円
と
目
楳
額
三
三
、
0
0
0百
万
円
に
対
す
る
達
成
率
六
九

・
七
五
銘
に
過
ま
ず
、
金
融
機

関
中
最
も
不
振
の
状
態
で
あ
っ
た
。
今
比
の
状
況
を
各
月
別
に
み
る
と
二
十
二
年
四
月
の
増
加

額
は
僅
に
三
百
万
円
で
あ
っ
た
が
、
其
後
麦
、
馬
鈴
薯
供
出
代
金
の
振
込
み
に
よ
り
七
月
一
、

八
七
O
百
万
円
、
八
月
三
、

一
O
一
百
万
円
と
増
加
し
て
い
る
。

次
い
で
十
月
に
入
る
や
早
場
米
出
廻
に
よ
り
一二、

変

(
二
十
二
年
三
月
末
)

変 米

二
十

一
年
度
主
要
食
糧
買
上
代
金
(
食
糧
管
理
局
調
)

二
ハ
、
九
二

一、
六
五

O
千
円

二
、
七
一
四
、
六
九
四

蕗1

^ 



資

料

類

四

、
六
五
五
二
二
六
七
千
円

他

九

ご

一
、
八
六
六

計

二

五

、二

O
回、
五
七
七

自

由

預

金

増

加

・

額

一

六

、六
三
九
百
万
円

歩

留

率

六

六

%

次
に
農
業
会
貯
金
の
構
成
比
率
を
み
る
と
、
第
十
表
の
通
り
当
座
貯
金
、
普
通
貯
金
等
の
要

求
払
貯
金
は
二
十
二
年
五
月
の
七
五
%
よ
り
二
十
三
年
三
月
の
八
五
%
に
増
加
し
、
定
期
貯

合共藷

ノ

第
十
表

市
町
村
農
業
会
貯
金
勘
定
〈
新
勘
定
)

>1< 

iJ'. 

jヲ

昭
和
二
十
二
年
間

。lニ二 i沼
巴|十十 和

干|年年 十
一lニ六 三
宮|月月 年
自|哨三二一十十十九八七六五
笠|加 二 一
話|丙月月月月月月月月月月月

残

不

で
あ
る

五
、
一
一

一二

五
、
三
四
一

五
、
七
一
八

六
、
二
五
八

六
、
凹
O
荒

七
、
二
六
O

七
、
六
一
一

一

九
、
五

O
一

一
O
、二一一一
一一

九
、
六
一
一一

九、
三一一
七

回
、
二

O
五

一
八
、
六
O
六

一
九
、
四
三
?

-δ
、
四
四
八
一

一
一
て
三

一
五
一

二
て
七
九
五
一

二
四
、五
九
五
一

二
七
、
O
二
六
司

三
四
、
九
七
八
-

三
六
、
二
七
八
一

三
四
、四

一六一

三
O
、
四
五
三
-

一
一
、
八
四
七
- (

統
計
局
調
)

払

三
八
四

金
、
国
民
貯
蓄
組
合
貯
金
等
期
限
付
貯
金
は
二
五
%
か
ら

一
五
%
に
減
少
し
て
居
る
。

更
に
期

限
付
貯
金
は
比
率
に
於
て
減
少
を
み
た
丈
で
な
〈
、
絶
対
額
に
於
て
も
二
十
二
年
五
月
の
八
、

九
五
四
百
万
円
よ
り
二
十
三
年
三
月
の
七
、
六
八

O
百
万
円
に
減
少
し
て
居
り
、
従
っ
て
二
十

二
年
度
中
の
預
金
地
減
率
も
要
求
払
貯
金
の
六
六
%
鳴
に
対
し
、
期
限
付
貯
金
は
一
四
銘
の
減

少
と
な
っ
て
い
る
。
か
く
の
如
く
農
業
会
貯
金
が
供
出
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
、
更
に
期
限
付
貯

金
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
は
此
の
貯
金
の
性
質
が
従
来
の
貯
蓄
預
金
中
む
よ
り
所
得
預
金
中
心

に
変
貌
せ
る
結
果
と
去
え
よ
う
。

!
 

"
H
V
 
J
 

民

計

一
定

則

貯

金

一
個

一

一

一

%一

一

二
、八
一一
一一
一
二
六
、
五
五
一
〈
七
五
)
一
七
、
四
四
五
一

=、
λ
四
O
一二
七
、
六

二
ニ
(
七
六
)
一

七、一一一一

一一

二
、九
五
七
一
二
九
二

二
一二
(
七
七
)
.一

七
、
二
二
八
一

三
二
七
七
一
三

O
、
七
五

O
(七
八
Y
一

七

、
O
九
三
一

一一
一、
二
八
九
一
一
二
一
、
四
八
九
(
七
八
)
一一

七

、
一五一一一
一

三
、
四
八
六
二
二
五
、
三
四

一
(八

O
)
一

七
、
二

O
六
一

凹、

O
O六一
三
八
、
六
四
四
(
八
一
)
一

七
、
一
一一
一
一一

五
、
O
O三
一
四
九
、
四
八
一
一
(
八
四
)
一一

七
、
五
九
二
一

玉
、
一ニ
O
八
一
五
一

、
七
一
九
(
八
五
)
一

七
、
一
八
四
一

五
、
四
三
二
四
九
、
四
六
八
(
八
六
円
一

六
、
八

O
三
一

四
、
四

O
四
一
四
四
、
一
八
四
(
八
五
)
一一
六
、
三
一
五
一

一
、
五
八
二
一
七
、
六
一
二
三
・
一
ふ

一
、
一一一一

O
一

(
単
位

・白
万
円
)

付

貯

金

一

1
1
11

1

1
i

l
l
-
-
『
.

合

民

出

鞘

一

十

合

貯

金

“

百

一

-

一

%一一

て
五

O
九
一

八

、
九
五
四
(
二
五
)
一一

て

R
O
五
一
八
、
八
一
六
〈
二
四
〉
一-

て
四
六
五
一
八
、
六
九
三
(
二
三
〉
一
一

一
、
四
七

二
八
、
五
六
四
(
二
二
〉
一
一

て
互
三
一
八
、
六
六
六
(
一一一

一)↑E

一、
七
O
七
一

八
、
九
=
一一(
二
O
)一

一
、
七
凶
二
一

λ
、
丸
六
一
三

一
九)一
一

一
、
九
七
三
一

九
、五
六
五
三
六
)
一
一

二、一

一
四
一

九
、
二
九
八
〈
一
五
〉
一

て
四
九
七
一

八、二一

0
0
2
問)一
一

て
三
六
五
一

七
、
六
八

O
(
一五)一

一
四
阿
一

A

一
、
二
七
四
一
'

町:

一-
M

f

A

U

一
当

座

貯

金

一

時

過

貯

金

一
其

他

貯

金

…

月

ー

一

お
の
如
き
品
業
会
貯
金
の
桝
勢
-W滞
は
品
肱
品
川
絡
の
工
産
品
川
崎
に
対
す
る
シ

エ
1
レ
に

基
づ
ぐ
必
然
の
結
果
で
あ
る
こ
と
は
東
北
、
北
海
道
縛
の
如
会
単
作
地
怖
に
於
て
貯
金
の
減
少

が
若
し
〈
、
二
毛
作
地
部
、
就
中
疏
菜
、
果
実
等
の
収
入
の
多
い
都
会
近
儲
の
地
域
に
於
て
は

比
較
的
経
微
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
焼
わ
れ
る
。
即
ち
今
山
中
作
地
惜
の
代
表
と
し
て
秋
問

乙ぅ、

三
六
、
六
六
五
一

三一玉
、五

O
六
一

三
六
、
凶
三

O
一

三
一
七
、
八
一
七
一

言一
九、
二
二
七
一

間
O
、
一
五
八
一

四
四
、
二
五
六
一

四
七
、六
O
λ
一

主
九
、
O
五

O
一

六
一

、
O
}
九一

五
七
、
七
七

一一

武
一

、
八
六
間
一

一
六
、
=
五
八
一

県
、
部
会
近
妨
地
と
し
て
愛
知
県
、
吏
に
m
ぶ
央
栽
培
地
と
し
て
の
間
山
県
の
各
単
位
脱
梁
会
に

於
け
る
貯
金
の
推
移
を
み
る
と
、
第
十

一h
哉
の
如
〈
山
中
作
地
怖
に
於
け
る
資
A
W逼
迫
が
娘
せ
ら

れ
る
。

秋
田
県
の
如
会
は
其
の
増
加
は
単
に
増
加
比
率
に
於
て
劣
あ
の
み
な
ら
ず
、
又
絶
対
傾

に
於
て
も
悲
し
〈
少
傾
で
あ
り
、
更
に
単
作
地
桁
に
於
て
は
四
月
以
怖
の
制
金
減
少
が
都
秘
資



金
に
も
喰
込
む
事
も
予
想
せ
ら
れ
、
先
般
実
施
さ
れ
た
農
業
手
形
制
度
に
よ
り
其
の
減
少
は
幾

分
緩
和
せ
ら
れ
る
と
は
云
え
、
供
出
代
金
の
増
加
期
に
入
る
迄
は
農
業
会
貯
金
の
低
迷
は
免
れ

ま
い
。

第
一一一丁一一一一 -r寸 十
Ilel IIB: I一
日 和l年|表

十

年
三二一十十十九八七六五

月月月月月月月月月月月
月

単
作
農
業
会
貯
金
勘
定
推
移
(
新
勘
定
)

(
単
位

百
万
円
)

1i 
1m 

..~，_t 左 8 A 宗主一針金主_8_1竺
|愛

|知
|県

l 指

[竺
岡

ててニミててててててててて I1.11 

iPLU実塁塁言受雪組旦
I J旨
!数

旦'.i. ~'匂-1: ノ、、 z眠且三三己 三三三豆三三 IW 包凶
一色会j主~云文京完吾支雪量

-一、O
八
九

z、
一
(
)
八

二、一二九

二、
一五七

一一、二六
六

二、一
一豆一

-一
、一一一
九O

-一、凶さ一

=、七
凶2

2
、{〕人九

三
、
。
穴
九

三、

o
z
一
四回凶 E---OOOOO
2:'-.ー宣; ^ -ナ 八四三主人三ニー。

ス
己
-

九
人
一
九人
一

一一
一一
一一六一
一一九
一

一
一九
一

一二回
一

一七企
-一二一
一円六
一

一回
}一

間

無

尽

会

社

無
尽
会
社
の
二
十
二
年
度
の
増
加
笑
摘
は
玉
、
O
五
二
百
万
円
で
、
目
椋
額
三
、
六
O
O
百

万
円
に
対
し
一
凹
O
%
と
金
融
機
関
中
最
高
の
噌
加
率
を
示
し
た
。

無
尽
会
社
の
資
金
増
加
は
土木
給
付
口
掛
金
と
貯
命
と
に
分
れ
て
い
る
が
、
今
其
等
の
椛
移
を

見
る
に
第
ト
ニ
表
の
如
〈
、
米
給
付
口
掛
金
の
増
加
四
、
四
二
八
百
万
円
に
対
し
貯
金
の
増
加

は
六
二
三
百
万
円
で
あ
り
、
未
給
付
口
掛
金
の
増
加
が
蒋
し
く
、
増
加
率
に
於
て
も
未
給
付
口

掛
金
は
凹

・
一
二
三
倍
と
貯
金
の
四

・
O
五
倍
を
上
廻
っ
て
い
る
。

第
十
二
表
無
尽
会
社
自
由
貯
金
掛
金
残
高
(
無
尽
協
会
調
)

一

年

月

未

給

付
口
掛
金
一
貯

一
附
和
二
十
二
年
四

一

一息

資
金
部
税
状
況
分
析

月月

一
、
-
一八
八

一
、
四
七
八

昭
和
二
十
二
年
度

三九
五五

単
位

金

b 
t:I 

百
万
円
〉

一
、
四
八
三一

一
、
七
-
阿
一

Ar:1 RR 
草1:1 ヰfl

十 ・ 十

年 年
三二一十十 十九八七六

高月 )1月月月月月月月 H

一
、
九
七
一

二
、
二
四
=

二
、
五
四
O

三
、
O
二

三
、
=
一四
七

三
、
七
ご
四

四
、
=
一
四
四

四
、
八
七
五

五
、
四
九
一

六
、
三
七
二

玉、

O
五
二

更
に
貯
金
勘
定
の
唱
加
五
五
五
百
万
円
を
第
十
一一
一
表
に
よ
り
預
金
種
別
に
み
る
と
普
通
貯
金

の
増
加
一
五
三
百
万
円
に
対
し
定
期
貯
金
の
噺
加
問
O
一
宵
万
円
と
定
期
貯
金
の
噌
加
は
増
加

貯
金
の
七
二
%
を
占
め
て
い
る
が
、
之
は
福
徳
定
期
貯
金
の
増
加
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は

云
う
迄
も
な
い
。
然
し
乍
ら
貯
金
及
び
掛
金
の
実
質
的
増
加
を
み
る
に
は
銀
行
の
場
合
と
同
じ

〈
更
に
貸
付
金
中
の
預
金
担
保
貸
付
及
び
給
付
金
限
度
貸
付
の
増
加
額
を
控
除
す
る
必
要
が
あ

る
。
従
っ
て
定
胡
貯
金
の
増
加
四
O
一
百
万
円
よ
り
預
金
担
付
貸
付
の
増
加
穴
八
百
万
円
を
差

引
き
、
更
に
米
給
付
口
鶴
金
の
増
加
四
、
O
八
二
百
万
円
よ
り
稔
付
金
限
度
貸
付
の
増
加

て

四
一
三
百
万
円
を
差
引
け
ば
、
新
勘
定
に
於
け
る
実
質
的
資
金
増
加
額
は
三
、
一

五
六
百
万
円

と
な
り
、
名
目
的
増
加
額
四
、
六
三
七
百
万
円
の
六
八
銘
に
相
当
す
る
。

一
、
七
一
一

一
、
九
四
九

二
、二

一
一

一一
、占ハ一一一一

二
、
八
九
七

一一一、二回
二凶

三
、
七
八
二

問
、
ニ
ムハ
λ
一

問
、
八
O
四
一

五
、
五
λ
二

四
、
四
二
八
一

二
五
九
一

二
九
三
-

三
二
八
一

三
九
七
一

四
四
九
一

同
λ

一

五
六
三
-

六

O
七
一

六
八
七
一

七
九
O
一

六一一一一一一

増

方日

第
十
三
表

無
尽
会
社
掛
金
貯
金
残
高
(
新
勘
定
)

(
無
尽
協
会
調
〉〈
単
位

百
万
円
)

年

月月月月 | 月 | 
|掛来 |

ニミ=ミ=ミニミ | 給
六四二一 | 付
九八九四 1 ...0..門
凶九四九 !混同

計六五五五
三 九六 O
六八 O七

昭
和
二
十
二
年
四五]、

」
ノレu

普

凶四四引薄
田三二本 |金
六三七七 i

E定|金

期

九六 三012
0五三九L一|勘

貯

定

.
二
八
五



資

業・

一
昭
和
二
十

二

年

八

月

一

九

月

一

L
l

同
月

一

十
一
月

十
二
月

昭
和
二
十
三
年

一

月

二

月

三

月

中

増

加

F
「
，r
k
 

第
十
四
表iF-

1
 

1
 
1
 

・
唱
9

)JII 

三
、

九

二

七

四

五

五

一

回
、
二
九

一

四

八

八

一

問
、
六

O
二

一

四

八

三

一

四
、
九

一

一

三

四

九

六

一

五

、

四

一

七

五

二

三

五
、
八

三

六

五

二

三

一

六

二

三

ご

六

五

三
七
-

七
、
一
一
九
五
七
四
一

四
、
O
八
二

一
五
=
ニ

一
七
一
一
七
六

一
八
九

-'U4
、

一J
，
/
」
ノ

一
一一

一
一

二
四
七

一
一ムハ

一

ニ
ムハムハ

三
九
五

凹

O
六

回

O
五

五
三
九

ご
一
七

O

=
0
二
一

ご
四
一

一

ご
八
六
一

二
九
七
一

一一一ムハ
一一一一

四
O
二

円
四
八
一

四
九

O
一

間

O
二

六
五
七

七
三

O

七
五
九

七
九
三

八
七
六

九
二
四

九
八
六

一、

O
六
回

五
五
五

。
担V
E
r
t

L
Uい
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附
和
二
十
二
年
・
度
中
に
於
け
る

一
般
白
山
郵
便
貯
金
の
哨
加
市
は
ご
み
、

一
O
間
百

万

円

と
、
銀
行
、
農
業
会
に
次
ぐ
第
三
位
の
成
制
空
示
し
た
が
、
各
月
の
増
加
出
は
概
ね
十
総
円
程

度
に
し
て
、
そ
の
聞
に
大
な
る
差
異
は
な
い
。
之
は
郵
便
貯
金
の
性
質
が
本
来
銀
行
預
金
の
如

主
営
業
預
金
と
興
な
り
、
所
得
預
命
、
貯
部
預
金
中
心
で
あ
る
結
栄
に
外
な
ら
ず
、
山
服
、
山
村
、

(4) 

市
街
地
信
用
組
合

λ
六

信
用
組
合
の
自
由
貯
金
増
加
は
第
十
四
表
に
見
る
が
如
〈
二
、
九
五

O
百
万
円
で
あ
り
、
日

椋
額
の
二
、
七

O
O百
万
円
に
対
し
一

O
九
%
の
達
成
率
を
示
し
た
。
増
加
貯
金
の
内
訳
を
み

る
に
、
要
求
払
貯
金
の
増
加
は
て
九
二
六
百
万
円
(
六
五
%
)
、
期
限
付
貯
金
の
増
加
は
一
、

O
二
四
百
万
円
(
三
五
%
)
で
あ
る
。
期
限
付
貯
金
の
増
加
は
主
と
し
て
定
期
貯
金
並
に
定
期
積

命
の
噌
加
に
依
る
も
の
で
あ
る
が
、
之
は
勿
論
福
徳
定
期
貯
念
の
消
化
に
悶
る
も
の
で
あ
る
。

(
単
位

百
万
円
)
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貯

〆へ.w.: 

都
市
の
中
小
商
工
業
者
の
余
剰
資
金
を
政
収
し
て
い
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
然
し
乍
ら
他
而
第

一
一
封
鎖
貯
金
の
減
少
は
一
問
、

O
三
七
百
万
円
に
及
び
、
差
引
資
金
の
蓄
秘
は
一
、

0
4ハ
七
百

万
円
に
過
が
C

ず
、
・
之
は
可
決
市
制
預
金
胞
に
よ
る
所
得
預
金
、
貯
蓄
預
金
の
間
知
性
を
物
語
る
も
の

と
云
え
よ
う
。



〆筒、

役
、，〆

月
分自
l土 r~l
-金
書事銭
椛{胃
)L託
を 、

合畠I
む鎖
。金
銭
信
託
}]IJ 
残
高
;ll 

s!l 
者
金
銭

官C
残 I =< =<三五五 ~ .sエーl 、、、、、、、、
前 |七七七七 六 ニ 0 九九
l立 |エ 0 んエ五三八六四
十 l--=!;;tニ J'--三八八五四六

l一 一一 一一 一.
月
分
lま ー
不 |円 七円近間三 J....... ~ 
明 I* ~ 7(九六 ニユ l 七八I )、 :1L I¥... Cコ ニ二 - I 主主亡コ

ート

月』 一、】 、、、、
L. I :;可 '甘・七;11. 三五三三 三三三五

土l:iiiI三JLL玉ー三一量一塁"

一、
o
豆
一

一、富一
一

一、一九
一

一、一ユ人七

一、入
手ん

一、九六四

一、
人穴一
一、(〕穴回

増 H百 昭
和. 和

十 十

年年
主三 一 十十十九八

高月月月月月月月月

、、
)'1.. :J ... 

|五宙

第

十

五

表

郵

便

貯

金

箱

加

状

況

(

統

計

局

調

)

(

単

位

百

万

円
)

年

月

一
般
自
由
貯
金
第
一
封
鎖
貯
金

一
差

引

一、
コ
一
七
五
h

一
品ハ

一
一
一
一
一

一
四
三
ムハムハ

一
七
四

二
七
八
九
九

六
七
一

四
六
三

五
四
七
九
一

て
O
六
七

-
一、
三
九
九

一
、
四
五
四

一
、
O
三
三

一、

O
九
九

九
六
七

一、一

五
六

八
九
六

八
七
九

一、一

O
八

一、
一
一
五
五

九
二
五

八
六
六

一四、

o
=一七

て
O
二
四

一、
四
三
八

一、
二
四
五

九
五
六

て

O
一一一三

一
、
三
三

O

一
二
七
四

九
七
八

一
、
七
七
九

一
、
七
一
八

一
、
四
七
二

九
五
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昭
和
二
十
二
年

四

月

五

月

六

月

七

月
八

月

九

月
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1

何
月

十

一
月

十
二
月

間
和
二
十
三
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一
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二
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月
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品

金

銭

信

託

内

訳

(

新

勘
定
)

第
十
七
表

特
定
金
銭
信
託

指
定
金
銭
信
託

年

月

三 六一七九四三 三 二一二 一二
八二六七七九二七 O八一五一

三三 四三二一一一一一一
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昭 !昭
和和

十

年年
三三 一 十十卜九八七六五回

高月月月月月月 F:l月月月月月

附

信

託

会

社

信
託
会
社
の

一
般
者
金
銭
信
託
は
第
十
六
表
の
如
く
六
三
八
百
万
円
の
増
加
で
め
り
、
目
標

額
五

O
O百
万
円
に
対
し

二

一七

・
六
%
の
達
成
率
を
示
し
た
が
、
今
其
の
推
移
を
み
る
に
、

二
十
二
年
十
二
月
以
降
に
於
て
魯
搬
な
る
増
加
が
み
ら
れ
る
。
市
し
て
之
を
第
十
七
表
に
よ
っ

て
み
る
と
主
と
し
て
特
定
金
銭
信
託
の
増
加
に
依
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
る
。
而
し
て
此
の

特
定
会
銭
信
託
の
増
加
は
法
人
筋
の
一
一
時
遊
資
の
大
口
預
入
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

信
託
会
社
金
銭
信
託
勘
定

(
考
査
局
制
〉

(
単
位

百
万
円
)

第
一一一一一一一1"一 ---1十

昭 I I十
塑!年 |涙

十

年
七六五回

{晴言般{信言自
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定

金封

て て弓弓 i警 |勘
一章受託i型

月

計ー

滅

増

6 

ハ註
〉
安
凶
、

=-M丹、
三
遊
の
三
信
託
会
社
の
集
計
で
あ
る
。

従
っ
て
今
後
イ
ン
フ
レ
ー
シ

ョ
ン
が
継
続
す
る
限
り
個
人
の
貯
蓄
も
期
待
出
来
ず
、
又
先
行

業
界
の
金
詰
り
加
重
が
予
想
さ
れ
る
現
状
に
於
て
は
金
銭
信
託
の
増
加
も
余
り
期
待
出
来
ず
、

三
八
七

昭
和
二
十
三
年
度

資
金
諜
積
状
況
分
析



資

来干

結
局
信
託
会
社
は
専
ら
仲
介
業
に
其
の
経
営
の
活
路
を
求
め
ざ
る
を
得
な
い
。
第
十
八
表
は
最

近
六
期
の
信
託
会
社
の
収
益
の
推
移
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
信
託
報
酬
に
比
し
手
数
料
収
入

第
十
八
表

信

託

会

社

収

入

支

出

内

訳

別

調

l収

信

託

報

酬

手

数

料

〈
内
不
動
産
関
係
)

其

の

他

入

日苔
日

支

利的其経
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a
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昭
和
十
九
年
下
半
J羽

誕封i他賀

九
、
七
七
三

て
閤
九
九
ハ

〈七
二
九
〉
一

五
、
二
ニ
O

一
六
、
八
九
九

八
、
一
一
四
九
一

八
七
六
-

四
三
三
一

七
、
三
四
一

一
六
、
入
九
九

二
十

年

上

半

期

〈
銀
行
兼
営
分
を
除
〈
)

二

十

年

下

半

期

九
、
二
エ
二

九

一
O
一

(五
二
六
)
一

五
、
三
六
九
一

一
五
、
四

一
O
一

八
、
四
六
五
一

七

一
O
一

一二
、
八
九
九
一

二
、
一
三
二
五
一

一
五
、
四
一

O
一

六
、
六
七
九
一

二
、
ご
四
六
一

(一、一
一一一一二〉一

七
、
八

O
四一

一
六
、
七
二
九
一

一
五
、
五
一

O
一

一、
一二
七
八
一

回、

O
九
七
一

回
、
二
五
七
一

一
六
、
七
二
九
一

(ー)

m
生
命
保
険
会
社

生
命
保
険
は
所
開
長
期
貯
蓄
預
金
の
性
特
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
下
共

の
不
振
が
予
想
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
現
状
は
、
保
険
会
社
の
通
貨
不
安
を
利
用
す
る

積
極
的
勧
誘
並
に
小
口
契
約
の
大
口
契
約
へ
の
切
換
等
に
よ
り
、
第
十
九
表
に
み
る
が
如
〈
、

月
中
新
規
契
約
高
は
、
二
十
二
年
四
月
の
二
、
八
一
五
百
万
円
よ
り
七
月
の
八
、
五
一

O
百
万

円、

九
月
の

二
一
、
四
八
五
百
万
円
と
逐
次
上
昇
し
て
居
る。
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山
ニ
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一
件

一
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一
一
さ
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き
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一
一
、
妻
、
八
一九
一

五、
一七
O

、七六八一

へ
主
o
、国一二一
一

の
増
加
が
著
し
く
、

三
八
八

い
る
。

二
十
二
年
下
半
期
に
於
て
は
手
数
料
収
入
が
信
託
報
酬
の
三
倍
に
上
っ
て

二
十
一
年
上
半
期

一
二
十

一
年
下
半
期

(一)

一一一
、
八
六
四

一
、
七
六
五

(
六
八
四
)
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、
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六
二

'u
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u
'
u
-
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寸
J

J

，J
一

一
一問
、
四
λ
=
一

九
二
六
一

-
四
一

五
、
四
一
一一二
一

'u
、'
u
'
U
M

J
J
J
J
J
J
-

0 二七δ三岡八八
六三 五七六五?二五
六五 八 一 六六公一八
二八 O 九六二 ー己 ji六

λ
、ご一

O
七
-

二
五
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-
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一
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三
九
三
)
一

=
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五

一
一
一

七
、
六
五
五
一

て
五
回
二

三
、
八
四
二o↑ 

二
、
二
七
三
一

七
、
六
五
五
一

二
十
二
年
上
半
期

(
単
位

千
円
)

二
十
二
年
下
半
期

一
六
、
三
七
八
一

四
八
、
九
九

O
一

(二

O
、
八
四
七
)一

一
二
、
六
一
九
一

六
八
、
九
九
二

五
八
、
O
九
四
一

問
、
六
一
八
一
O
一

六
、
二
七
四
一

六
人
、
九
九
二

従
っ
て
払
込
保
険
料
の
如
き
も
純
二
十
表
に
み
る
如
く
逐
次
期
加
の
跡
が
み
ら
れ
、
結
局
二

十
三
年
二
月
迄
の
新
円
払
込
保
険
料
は
一一一
、
二
六
三
百
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

然
し
乍
ら
他
方
に
於
て
は
解
約
、
失
効
等
の
保
険
契
約
の
解
消
も
近
来
急
激
に
増
加
し
て
お

り
、
更
に
今
後
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
が

一
一
周
昂
進
し
た
場
合
に
は
、
生
命
保
険
の
前
途
も
相
当

に
困
難
と
な
る
と
と
が
予
想
せ
ら
れ
る
。
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資

松
「

預
金
、
特
に
貯
蓄
預
金
の
占
め
る
割
合
は
極
め
て
僅
少
で
あ
る
。
従
っ
て
そ
の
取
扱
う
預
金
の

性
質
に
よ
り
、
各
金
融
機
関
に
大
き
な
消
長
が
み
ら
れ
る
訳
で
あ
り
、
主
と
し
て
営
業
預
金
を

取
扱
う
普
通
銀
行
の
預
金
伸
張
の
顕
著
な
の
に
対
し
、
主
と
し
て
貯
蓄
預
金
を
取
扱
う
貯
蓄
銀

行
、
信
託
会
社
、
生
命
保
険
会
社
の
資
金
蓄
積
は
少
な
く
、
従
っ
て
そ
の
経
営
も
苦
し
い
訳
で

あ
る
。
又
農
業
会
の
如
〈
そ
の
取
扱
う
預
金
が
従
来
の
貯
蓄
預
金
よ
り
所
得
預
金
に
変
じ
て
い

る
も
の
も
あ
る
。
之
は
結
局
預
金
の
源
'
浪
が
国
民
の
所
得
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
政
府
資
金
の

撒
布
、
金
融
機
関
の
貸
州
増
加
に
存
ず
る
か
ら
に
外
な
ら
な
い
。
即
ち
現
在
の
預
金
増
加
は
全

〈
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
結
栄
で
あ
っ
て
、
貯
留
預
金
、
所
得
預
金
の
増
加
を
み
ざ
る
限
り
イ

ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
抑
制
に
対
す
る
劫
巣
も
亦
乏
し
い
と
去
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
〈
倉
内
、
黒
崎
)

昭
和
二
十
三
年
度

日

、。ζ

一
、
概

況

二
、
金
融
機
関
別
資
金
部
秘
状
況
分
析

日

銀

行

間

農

業

協

同

組

合

問
市
街
地
信
用
組
合

凶

無

尽

会

社

問

郵

便

金

間

金

銭

託

=一
、
結

信貯

脅7，
fll-1 

一
、
観

況

泊
貨
安
定
対
熊
木
部
制
に
よ
る
問
和
二
十
三
年
度
に
於
け
る
企
金
融
機
関
の
一
般
預
金
噌
加

山
は
四

O
六
、
七
六
一

一内
万
円
に
上
り
、
当
初
日
楳
額
三
千
偲
円
に
対
し
一
一
}.一4
・
五
%
の
達

成
本
を
示
し
た
。
尤
も
有
の
噌
加
山
に
は
荒
一二
、
八
七

O
百
万
円
に
及
ぶ
第
一
一
封
鎖
預
金
よ
り

ブL
O 

の
振
替
額
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
、
之
を
控
除
す
れ
ば
新
規
増
加
高
は
三
五
二
、
八
九

一
百
万

円
と
な
る
が
、
当
初
目
標
額
に
対
し
尚
一
一
七

・
六
%
の
達
成
準
を
示
し
、
昭
和
二
十
二
年
度

の一

一
六

・
七

%
と
略
同
率
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
之
を
金
額
に
於
て
み
る
と
き
は
昭
和
二
十
一
一一

年
度
の
四

O
六、

七
六

一
百
万
円
は
昭
和
二
十
二
年
度
の
一

九
八
、
四
二
五
百
万
円

ハ
一
般
自

由
預
金
増
加
高
)
に
対
し
二
倍
に
上
っ
て
お
り
、
そ
の
増
加
は
相
当
顕
著
な
も
の
が
あ
る
。
以

下
預
金
増
加
の
趨
勢
を
各
金
融
機
関
別
に
、
又
種
類
別
に
分
析
す
る
と
と
に
よ
っ
て
イ
ン
フ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
紐
憾
化
せ
る
経
済
情
勢
下
に
於
け
る
資
金
蓄
積
の
実
態
を
究
明
す
る
こ
と
そ
す

る
。
尚
右
の
分
析
に
よ
り
今
後
経
済
安
定
化
に
向
う
段
階
に
於
け
る
資
令
部
制
の
変
化
に
対
し

若
干
の
示
唆
を
与
え
得
る
も
の
と
思
う
。

先
づ
各
金
融
機
関
別
の
二
十
一
一一年
度
中
に
於
け
る

一
般
預
金
の
趨
勢
は
第

一
説
及
び
第
二
表

に
示
す
如
く
で
あ
あ
が
、
木
年
三
月
末
に
於
け
る
一
般
預
金
残
尚
は
鋭
行
の
凶
六
問
、
八
七
八

百
万
円
、
州
刷
業
協
同
組
合
の
九
七
、
六
三
六
百
万
円
、
郵
便
貯
金
の
六
二
、
八
九
九
百
万
円
、

無
尽
会
社
の
二
四
、
二
二
九
百
万
円
、
市
街
地
信
用
組
合
の
一
二
、
四
八
ご
百
万
円
、
信
託
勘

定
、
生
命
保
険
会
社
、
漁
業
協
同
組
合
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
二
-
一
、
六
六
六
百
万
円
合
計

六
八
問
、
七
九
O
百
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
文
年
度
中
に
於
け
る
一
般
預
金
の
増
加
高
は
銀
行

の
二
七
O
、
一
一
一
ご
百
万
円
(
目
標
達
成
率
一
一
一
四

・
O
M
m以
下
同
様
)
、
農
業
協
同
組
合
の
五

七
、
一

O
九
百
万
円

(
一
五
三

・
五
銘
)
、
郵
便
貯
金
の
問
O
、
三
四
八
百
万
円
(
一
六
五

・

六
銘
)
、
無
尽
会
社
の

一
七
、
九
三

一
百
万
円
〈
二
一

0
・
九
%
)
、
市
街
地
信
用
組
合
の
八
、

三
六
七
百
万
円

(
一
八
一

・
八
路
て
そ
の
他
金
融
機
関
の
一

-一
、
九
七
五
百
方
円
(
二
八
八

・

五
%
)
合
計
四
O
六
、
七
六
一
百
万
円
(
一

三
五

・
五
銘
〉
と
な
っ
て
い
る
が
、
更
に
各
金
融
機

関
の
二
十
二
年
度
中
増
加
傾
に
対
す
る
伯
率
は
無
尽
会
社
の
三

・
六
O
を
最
高
と
し
、
市
街
地

信
用
組
合
の
一
了
九

O
、
郵
便
貯
金
の
二
二
一
六
、
農
業
協
同
組
合
の
こ
・
五
五
が
之
に
次

F
、
銀
行
の
-
・
八
こ
が
段
低
と
な
っ
て
い
る
(
第
三
表
参
照
)
。
右
の
結
果
預
命
増
加
制
中
各

金
融
機
附
の
占
め
あ
比
耶
は
銀
行
六
六

・
四
%
〈
二
十
二
年
度
七
四

・
五
%
以
下
向
峨
〉
、
出
撲

協
同
組
合
一
間

・
O
M
m〈
一
一

・
ニ
忽
)
、
郵
便
貯
令
九

・
八
路
(
七

・
六
%
)
、
無
尽
会
社
四

・

凶
%
(
二

・
六
%
)
、
市
街
地
信
用
組
合
二

・
o
v
m
(
一
・
四
銘
〉
、
其
他
A
W一
融
機
関
=
了

}
%

。一

・
七
Mm)
と
な
っ
て
お
り
、
縦
行
が
半
ば
以
上
を
占
め
て
い
る
と
は
云
え
、

二
十
二
年
度
に

比
較
す
れ
ば
、
八

-
一
一
%
の
低
下
を
示
し
、
他
方
農
業
協
同
組
合
が
二

・
八
%
、
郵
便
貯
金
が


